
問題認識

立山町を拠点とする
北陸スタディケーション

を提案！

スタディケーションは
解決案となる！！

新規性

実現計画

地域への効果

①これまでになかったスタディケーションを
実現し、広げるプランである。

②立山が、アルペンルートや登山のイメージだけでなく、
心を豊かにする場所として認知される。

③スタディケーション参加者によるコミュニティ
という持続性のある仕掛けがある。

・立山信仰に出会う！
・KOTELOを拠点に！

①通過型から滞在型へのシフト
②地元の人も気づかない魅力が発見される
③立山信仰の認知度が向上し、
芦峅寺地区の特性が活きる

④働き方・生き方を見直すことができる場所
として認知される

⑤学生のアイデア、ボランティアによって
地域課題が解決される

⑥地域の理解者・ファンが増え、
移住や定住につながる

⑦地域住民にも新たな気づきがあり、
自主的なまちづくりが活発化する

〈4つスタディケーションプラン その①〉

地域へとびこめ！
まちづくりスタディケーション

スタディケーションとは
旅行先で大学の授業（オンライン）を受け、
空きコマや授業終了後に観光や体験を行うもの

〈立山町の強み〉
・芦峅寺には他にはない強い魅力がある。
・富山県は住民の幸福度が高い。

〈立山町の弱み〉
・100万人が通り過ぎる町になっている。
・町、観光協会、KOTELO、住民が
目指す観光の姿が定まっていない。

・立山アルペンルート等の観光シーズン以外の
集客力が弱い。

＜プランの目的＞
・現場で地域活性化について実践的に学び、地域の役に立つ
・多様な観光地を体験する

＜対象＞
・公務員志望の大学生、観光・まちづくりを学ぶ大学生、
地方創生に興味のある大学生

北陸ならば…

富山県が力を入れている！！
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